
1　『本朝麗藻』所収の釈奠詩─句題詩の変型として

『
本
朝
麗
藻
』
所
収
の
釈
奠
詩

│
句
題
詩
の
変
型
と
し
て

佐

藤

道

生

は
じ
め
に

『
本
朝
麗
藻
』
巻
下
、
帝
徳
部
に
、
次
の
よ
う
な
二
首
の
釈
奠
詩
が

収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　

仲
秋
釈
奠
賦
万
国
咸
寧
。　
　

勘
解
相
公
（
藤
原
有
国
）

明
王
孝
治
好
君
臨
、
天
下
和
平
感
徳
音
。

草
遍
従
風
南
面
化
、
葵
遙
向
日
左
言
心
。

山
抛
烽
燧
秋
雲
暗
、
海
罷
波
濤
暁
月
深
。

請
問
来
賓
殊
俗
意
、
茫
々
天
外
遠
相
尋
〈�

近
日
大
宋
温
州
洪
州
等
人
頻

以
帰
化
。
故
有
此
興
〉。

　
　

仲
秋
釈
奠
聴
講
古
文
孝
経
同
賦
天
下
和
平
。　
　

源
為
憲

万
国
咸
寧
仰
聖
君
、
便
知
王
徳
及
飛
沈
。

苞
茅
鎭
入
朝
天
貢
、
葵
藿
斜
抽
向
日
心
。

棧
遠
都
無
雲
鏁
色
、
航
忙
豈
有
浪
驚
音
。

中
華
弥
遇
堂
々
化
、
想
像
遐
方
各
献
琛
。

一
首
目
の
作
者
「
勘
解
相
公
」（
参
議
で
勘
解
由
長
官
を
兼
ね
た
人

物
）
は
藤
原
有
国
（
九
四
三
～
一
〇
一
一
）
を
指
す
。
彼
は
藤
原
道
長

の
腹
心
の
部
下
と
し
て
、
ま
た
儒
家
の
北
家
日
野
流
の
祖
と
し
て
名
高

い
人
物
で
あ
る
。
二
首
目
の
作
者
、
源
為
憲
（
？
～
一
〇
一
一
）
は

『
三
宝
絵
詞
』『
世
俗
諺
文
』
な
ど
の
著
作
の
あ
る
文
人
貴
族
で
あ
る
。

と
も
に
平
安
中
期
を
代
表
す
る
詩
人
で
あ
る
。
但
し
『
本
朝
麗
藻
』
に
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収
め
る
右
の
詩
に
は
、
ち
ょ
っ
と
不
可
解
な
点
が
あ
る
。
そ
の
問
題
を

解
き
明
か
す
の
が
本
稿
の
目
的
だ
が
、
そ
の
前
に
予
備
知
識
と
し
て
知

っ
て
お
く
べ
き
二
つ
の
事
柄
、
釈
奠
詩
と
句
題
詩
と
に
つ
い
て
簡
単
に

説
明
し
て
お
き
た
い
。

一
、
釈
奠
詩
と
は

釈
奠
と
は
、
孔
子
及
び
孔
門
十
哲
を
祀
る
儀
式
で
あ
り
、
公
卿
も
列

席
す
る
厳
肅
な
国
家
行
事
で
あ
っ
た
。
平
安
時
代
に
は
毎
年
二
月
・
八

月
の
上
丁
の
日
に
大
学
寮
で
行
な
わ
れ
た
が
、
安
元
三
年
（
一
一
七

七
）
の
大
火
で
大
学
寮
が
焼
失
し
た
後
は
太
政
官
庁
に
場
所
を
移
し
て

行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

釈
奠
の
儀
式
次
第
は
拝
廟
・
講
読
・
饗
宴
に
分
か
れ
て
い
た
。
饗
宴

で
は
儒
者
・
文
人
・
学
生
た
ち
が
当
日
の
講
読
に
用
い
ら
れ
た
儒
教
経

典
の
一
句
を
題
目
と
し
て
詩
を
賦
し
た
。
こ
れ
が
釈
奠
詩
で
あ
る
。
釈

奠
詩
に
は
、
任
官
者
が
絶
句
（
五
言
絶
句
、
或
い
は
七
言
絶
句
）
で
作

り
、
学
生
が
七
言
律
詩
で
作
る
と
い
う
規
定
が
あ
っ
た
。
講
読
に
用
い

ら
れ
る
儒
教
経
典
に
は
、
本
邦
独
自
に
定
め
ら
れ
た
「
七
経
輪
転
講

読
」
の
原
則
が
あ
り
、
こ
れ
は
七
種
の
儒
教
経
典
を
、
孝
経
→
礼
記
→

毛
詩
→
尚
書
→
論
語
→
周
易
→
左
伝
→
孝
経
の
順
に
講
読
に
取
り
上
げ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
現
存
す
る
平
安
時
代
の
釈
奠
詩
は
、
別
集
で

は
島
田
忠
臣
の
『
田
氏
家
集
』
に
六
首
、
菅
原
道
真
の
『
菅
家
文
草
』

に
十
一
首
、
大
江
匡
衡
の
『
江
吏
部
集
』
に
八
首
、
総
集
で
は
『
扶
桑

集
』
に
六
首
（『
菅
家
文
草
』
と
一
首
重
複
）、『
本
朝
麗
藻
』
に
二
首

の
合
計
三
十
二
首
を
数
え
る（注
１
）。

『
本
朝
麗
藻
』
所
収
の
釈
奠
詩
は
二
首
と
も
七
言
律
詩
で
作
ら
れ
て

い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
作
者
で
あ
る
有
国
も
為
憲
も
、
詩
を
作
っ
た

時
に
は
ま
だ
大
学
寮
の
学
生
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
こ

れ
ら
二
首
は
、
詩
題
の
「
万
国
咸
寧
」
が
『
周
易
』、「
天
下
和
平
」
が

『
孝
経
』
と
、
拠
り
所
と
し
た
儒
教
経
典
が
異
な
る
の
で
、
同
じ
時
の

釈
奠
で
は
な
く
、
別
々
の
機
会
に
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

二
、
句
題
詩
の
表
現
上
の
規
則

次
に
当
時
の
貴
族
社
会
で
作
ら
れ
た
句
題
詩
に
つ
い
て
説
明
し
て
お

き
た
い
。『
毛
詩
』
の
大
序
に
「
詩
は
志
の
之
く
所
な
り
。
心
に
在
る

を
志
と
為
し
、
言
に
発
す
る
を
詩
と
為
す
。
情
は
中
に
動
い
て
、
言
に

形あ
ら

は
る
」
と
い
う
有
名
な
一
節
が
あ
る
。
心
の
中
に
浮
か
ん
だ
こ
と
を

言
葉
に
発
し
て
表
す
も
の
、
そ
れ
が
詩
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、

詩
は
本
来
、
時
と
場
所
と
を
選
ば
ず
に
、
言
わ
ば
即
興
的
に
作
ら
れ
る
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も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
平
安
時
代
の
日
本
で
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は

な
か
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
即
興
的
に
作
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
例

外
で
あ
っ
て
、
詩
の
大
半
は
宮
中
や
貴
族
の
邸
宅
で
開
催
さ
れ
る
詩
宴

（
詩
会
と
同
義
。
宴
席
と
一
体
の
も
の
な
の
で
こ
う
呼
ぶ
）
で
作
ら
れ

た
。
し
か
も
詩
宴
で
は
詩
に
詠
む
主
題
が
前
も
っ
て
決
め
ら
れ
、
出
席

者
全
員
が
同
じ
詩
題
で
詩
を
作
る
こ
と
が
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。

当
時
、
詩
題
は
「
題
目
」
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
題
目
は
早
く

か
ら
漢
字
五
文
字
に
定
ま
る
傾
向
に
あ
り
、
こ
れ
を
特
に
「
句
題
」
と

呼
ん
だ
。
句
題
は
出
席
者
全
員
が
共
有
で
き
る
主
題
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
、
自
ず
と
季
節
感
や
年
中
行
事
に
関
わ
る
内
容
の
も
の
が
求

め
ら
れ
た
。
詩
宴
に
先
立
っ
て
、
主
催
者
か
ら
詩
題
の
撰
定
を
任
さ
れ

た
者
を
「
題
者
」
と
言
い
、
題
者
は
は
じ
め
中
国
の
詩
人
の
五
言
詩
か

ら
一
句
を
採
っ
て
詩
題
と
し
て
い
た
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
、
古
句

に
準
え
て
題
者
が
詩
題
を
新
た
に
作
り
出
す
よ
う
に
も
な
っ
た
。
こ
こ

で
句
題
詩
の
実
例
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。

寛
治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
四
月
十
九
日
、
堀
河
天
皇
は
父
白
河
上
皇

の
鳥
羽
殿
に
行
幸
し
、
そ
の
翌
日
、
競
馬
御
覧
に
続
い
て
、
天
皇
主
催

の
詩
宴
が
北
殿
西
廊
で
催
さ
れ
た
。
こ
の
間
の
こ
と
は
行
幸
に
扈
従
し

た
藤
原
師
通
が
そ
の
日
記
『
後
二
条
師
通
記
』
に
記
録
し
て
い
る
。
詩

宴
に
招
か
れ
た
の
は
大
臣
公
卿
五
人
、
殿
上
人
七
人
、
儒
者
十
人
、
文

章
生
三
人
で
あ
っ
た
。
幸
い
こ
の
と
き
の
詩
二
十
三
首
を
『
中
右
記
部

類
紙
背
漢
詩
集
』
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
か
ら
源
経
信
（
一

〇
一
六
～
九
七
）
の
詩
を
次
に
掲
げ
よ
う
。
経
信
は
こ
の
と
き
七
十
五

歳
、
正
二
位
権
大
納
言
兼
民
部
卿
皇
后
宮
大
夫
で
あ
っ
た
。

　
　

松
樹
臨
池
水　
　
　
　

松
樹�

池
水
に
臨
む

１
勝
地
由
来
松0

旅
生　
　

勝
地�

由も
と

来よ
り

松
旅
生
す

２
自
臨
池
水

0

0

0

幾
多
情　
　

自
お
の
づ
から

池
水
に
臨
む�

幾い
く

多ば
く

の
情
ぞ

３
一
松
樹

千
年
露�

滴臨
池
水

舷
色　
　

一
千
年
の
露�

舷ふ
な
ば
たに
滴し
た
だる
色
あ
り

４
五
松
樹

大
夫
風�

払臨
池
水

岸
声　
　

五
大
夫
の
風�

岸
を
払
ふ
声
あ
り

５
麈松
樹尾�

枝
臨
池
水

繁
堤
暗
淡　
　

麈し
ゆ

尾び�

枝
繁
く
し
て�

堤
暗
淡
た
り

６
龍松
樹鱗�

操
臨
池
水

泛
浪
泓
澄　
　

龍
鱗�

操
泛
び
て�

浪
泓わ
う

澄て
う

た
り

７
今
逢
希
代
震
遊
盛　
　

今�

希
代
の
震
遊
の
盛
ん
な
る
に
逢
ふ

８
宜
矣
霊
標
共
表
貞　
　

宜む
べ

な
る
か
な�

霊
標�

共
に
貞
を
表
す
こ
と

松
が
池
の
ほ
と
り
に
立
っ
て
い
る
。

こ
の
形
勝
の
地
に
は
昔
か
ら
松
の
木
が
自
生
し
て
い
た
。
そ
の
松
が

池
の
ほ
と
り
に
枝
を
伸
ば
す
景
色
は
何
と
趣
き
深
い
こ
と
か
。
一
千
年
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の
よ
わ
い
を
誇
る
松
に
置
く
露
は
、
池
を
遊
覧
す
る
舟
の
ふ
な
ば
た
に

滴
っ
て
い
る
。
五
大
夫
に
封
じ
ら
れ
た
松
を
吹
き
払
う
風
は
、
池
の
岸

辺
で
良
い
音
色
を
立
て
て
い
る
。
大
鹿
の
尾
の
よ
う
に
松
の
枝
葉
が
ふ

さ
ふ
さ
と
密
に
茂
り
、
池
の
堤
は
昼
で
も
薄
暗
い
。
龍
の
鱗
を
思
わ
せ

る
松
の
幹
が
そ
の
賢
操
の
姿
を
水
面
に
浮
か
べ
、
澄
み
わ
た
っ
た
池
は

心
做
し
か
（
今
に
も
龍
が
水
中
か
ら
出
現
す
る
か
の
よ
う
に
）
浪
立
っ

て
い
る
。
今
日
、
さ
い
わ
い
に
も
我
が
君
の
盛
大
な
御
遊
に
め
ぐ
り
会

う
こ
と
が
で
き
た
。
な
る
ほ
ど
、
そ
れ
で
松
樹
も
我
等
と
い
っ
し
ょ
に

な
っ
て
貞
節
の
志
を
表
明
し
て
い
る
の
だ
な
。

『
後
二
条
師
通
記
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
日
、
題
者
と
な
っ
た
大
江
匡

房
が
用
意
し
た
詩
題
は
「
微
風
動
夏
草
（
微
風�
夏
草
を
動
か
す
）」、

「
松
樹
臨
池
水
（
松
樹�

池
水
に
臨
む
）」
の
二
題
で
あ
っ
た
。
と
も
に

実
景
を
踏
ま
え
た
初
夏
に
相
応
し
い
詩
題
で
あ
る
。
前
者
に
は
風
を
天

子
に
、
草
を
人
民
に
た
と
え
て
治
世
の
安
泰
で
あ
る
寓
意
が
、
後
者
に

は
松
が
常
緑
樹
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
天
子
の
齢
を
永
遠
な
れ
と
寿
ぐ
意

図
が
籠
め
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
と
上
皇
と
が
臨
席
す
る
詩
会
で
あ
る
こ

と
を
十
分
考
慮
に
入
れ
た
詩
題
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
こ
の
中
、
当
日

選
ば
れ
た
の
は
後
者
で
あ
っ
た
。
句
題
は
基
本
的
に
二
つ
の
事
物
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
句
題
で
あ
れ
ば
、「
松
樹
」
と
「
池
水
」
と

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
。

当
時
一
般
に
用
い
ら
れ
る
詩
体
は
こ
の
例
の
よ
う
に
今
体
の
七
言
律

詩
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
詩
人
は
押
韻
、
平
仄
、
頷
聯
・
頸
聯
を
対
句

と
す
る
等
、
今
体
詩
の
規
則
に
し
た
が
っ
て
詩
を
作
れ
ば
よ
か
っ
た
が
、

句
題
詩
の
場
合
、
こ
の
ほ
か
に
本
邦
独
自
に
形
作
ら
れ
た
表
現
上
の
規

則
（
構
成
方
法
）
が
存
在
し
た
。
そ
れ
は
、
首
聯
を
「
題
目
」、
頷

聯
・
頸
聯
を
「
破
題
」、
尾
聯
を
「
述
懐
」
と
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

右
の
実
例
に
即
し
て
説
明
し
よ
う
。

ま
ず
首
聯
（
第
一
句
・
第
二
句
）
で
は
句
題
（
題
目
）
の
五
文
字
を

全
て
こ
の
中
に
詠
み
込
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
尚
且
つ
句
題
の
文
字

は
首
聯
以
外
で
用
い
て
は
な
ら
な
い
。
首
聯
を
「
題
目
」
と
称
す
る
の

は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
経
信
の
詩
で
は
「
松
樹
」
の
「
樹
」
字
が
見
え

な
い
が
、「
樹
」
字
の
有
無
に
よ
っ
て
詩
句
の
意
味
が
変
わ
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
こ
れ
は
許
容
さ
れ
る
。

次
に
頷
聯
（
第
三
句
・
第
四
句
）・
頸
聯
（
第
五
句
・
第
六
句
）
で

は
対
句
を
用
い
て
、
各
聯
の
上
句
下
句
ご
と
に
題
意
を
敷
衍
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
破
題
」
と
呼
ぶ
。「
破
題
」
の
方
法
は
基

本
的
に
語
の
置
き
替
え
で
あ
る
が
、
こ
の
と
き
題
字
を
そ
の
ま
ま
用
い

て
は
な
ら
な
い
。
肝
腎
な
こ
と
は
、
頷
聯
・
頸
聯
に
お
い
て
題
意
が
都

合
四
回
繰
り
返
し
て
破
題
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
詩
人
の
い
ち
ば
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ん
の
腕
の
見
せ
所
が
こ
の
頷
聯
・
頸
聯
の
破
題
な
の
で
あ
る
。
試
み
に

当
時
編
纂
さ
れ
た
『
和
漢
朗
詠
集
』、『
新
撰
朗
詠
集
』、『
和
漢
兼
作

集
』
と
い
っ
た
秀
句
選
を
繙
け
ば
、
句
題
詩
の
頷
聯
・
頸
聯
か
ら
の
摘

句
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
に
気
づ
く
で
あ
ろ
う
。
詩
人
た
ち
は
句
題
を

構
成
す
る
二
つ
の
事
物
を
詠
み
落
と
す
こ
と
な
く
、
い
か
に
巧
み
に
破

題
す
る
か
と
い
う
点
に
最
も
心
を
砕
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
当
時
、
詩

人
と
し
て
の
評
価
は
、
破
題
の
た
め
の
語
彙
を
ど
れ
ほ
ど
豊
富
に
持
っ

て
い
る
か
、
そ
れ
に
よ
っ
て
決
ま
っ
た
と
言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な

い
。ま

ず
頷
聯
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
本
文
に
は
傍
線
を
付
し
て
、
詩

句
と
句
題
と
の
対
応
関
係
、
詩
句
の
ど
の
部
分
が
句
題
の
ど
の
文
字
に

相
当
し
て
い
る
か
を
示
し
た
。
第
三
句
の
「
一
千
年
」
と
第
四
句
の

「
五
大
夫
」
と
は
句
題
の
「
松
樹
」
を
表
す
言
葉
で
あ
る
。「
一
千
年
」

は
松
の
樹
齢
を
表
す
か
ら
「
松
樹
」
を
表
現
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に

理
解
で
き
よ
う
。
こ
れ
と
対
を
成
す
第
四
句
の
「
五
大
夫
」
が
ど
う
し

て
「
松
樹
」
に
当
た
る
の
か
と
言
え
ば
、
そ
こ
に
は
『
史
記
』
の
秦
始

皇
本
紀
に
見
え
る
次
の
よ
う
な
故
事
が
介
在
す
る
。

二
十
八
年
、
乃
遂
上
泰
山
、
立
石
封
祠
祀
。
下
、
風
雨
暴
至
、
休
於
樹

下
。
因
封
其
樹
為
五
大
夫
。

（
二
十
八
年
、
乃
ち
遂
に
泰
山
に
上
り
、
石
を
立
て
封
じ
て
祠
祀
す
。

下
る
と
き
、
風
雨
暴
か
に
至
り
、
樹
下
に
休
む
。
因
り
て
其
の
樹
を
封

じ
て
五
大
夫
と
為
す
。）

秦
の
始
皇
帝
が
五
岳
の
筆
頭
で
あ
る
泰
山
で
、
封
禪
の
儀
（
封
は
天

を
、
禪
は
地
を
祀
り
、
天
下
の
統
一
を
宣
言
す
る
儀
式
）
の
一
部
を
終

え
て
、
下
山
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
突
然
暴
風
雨
に
見
舞
わ
れ
た
が
、

幸
い
樹
下
に
避
難
し
て
事
無
き
を
得
た
。
そ
こ
で
始
皇
帝
は
自
分
を
救

っ
て
く
れ
た
そ
の
樹
木
を
称
え
て
五
大
夫
に
封
じ
た
、
と
あ
る
。『
史

記
』
に
は
そ
の
樹
木
が
何
で
あ
っ
た
と
も
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
漢

の
応
劭
の
『
漢
官
儀
』
に
「
秦
始
皇
上
封
太
山
、
逢
疾
風
暴
雨
、
頼
得

松
樹
。
因
復
其
道
、
封
為
大
夫
松
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
早
く
か
ら
そ

れ
は
松
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
を
生
じ
た
。
そ
の
こ
と
か
ら
松
を
「
五

大
夫
」
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
第
三
句
の
「
舷
」
と
第
四
句
の

「
岸
」
と
は
、
こ
れ
一
字
で
句
題
の
「
池
水
」
を
表
す
。
そ
し
て
、
松

に
置
く
露
が
池
を
め
ぐ
る
舟
に
滴
り
落
ち
、
松
を
吹
く
風
が
池
の
岸
を

払
っ
て
音
を
立
て
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、「
松
樹
」
と
「
池
水
」

と
が
「
臨
」（
接
近
し
て
い
る
）
の
状
態
に
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

つ
ま
り
頷
聯
の
上
下
二
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
句
題
の
「
松
樹
臨
池
水
」
を

破
題
し
た
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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頸
聯
で
は
、
第
五
句
の
「
麈
尾
」
と
第
六
句
の
「
龍
鱗
」
と
が
「
松

樹
」
を
表
す
。
松
の
枝
葉
が
ふ
さ
ふ
さ
と
し
て
い
る
の
を
「
麈
尾
」

（
大
鹿
の
尾
）
に
、
松
の
幹
を
「
龍
鱗
」（
龍
の
う
ろ
こ
）
に
喩
え
た
の

で
あ
る
。
こ
の
対
語
は
白
居
易
の
「
題
流
溝
寺
古
松
（
流
溝
寺
の
古
松

に
題
す
）」（0688
）
に
「
煙
葉
葱
蘢
蒼
麈
尾
、
霜
皮
剥
落
紫
龍
鱗
。

（
煙
葉
葱
蘢
た
り
蒼
麈
尾
、
霜
皮
剥
げ
落
ち
た
り
紫
龍
鱗
）」
と
あ
る
の

に
拠
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
第
五
句
の
「
堤
暗
淡
」
と
第
六
句
の

「
浪
泓
澄
」
と
が
句
題
の
「
池
水
」
を
表
す
。
そ
し
て
、
松
の
枝
が
繁

っ
て
池
の
堤
を
ほ
の
暗
く
し
、
松
の
幹
が
池
の
波
間
に
そ
の
姿
を
浮
か

べ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
ま
さ
に
「
松
樹
臨
池
水
」

を
破
題
し
た
表
現
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
に
頷
聯
・
頸
聯
で
は
、

破
題
の
方
法
を
以
て
題
意
を
表
す
の
で
あ
る
。

一
首
の
し
め
く
く
り
が
尾
聯
で
あ
る
。
こ
こ
に
至
っ
て
詩
人
は
は
じ

め
て
自
ら
の
思
い
の
た
け
を
述
べ
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。
そ
れ
故
こ
の

聯
を
「
述
懐
」
と
称
す
る
。
し
か
し
そ
れ
も
題
意
を
ふ
ま
え
て
の
内
容

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
経
信
は
、
天
子
の
御
遊
に
侍
り
、

「
松
樹
」
と
と
も
に
貞
節
の
志
を
表
す
こ
と
の
で
き
た
喜
び
を
歌
い
上

げ
て
い
る
。

以
上
が
句
題
詩
に
定
め
ら
れ
た
表
現
上
の
規
則
で
あ
る
。
こ
の
例
か

ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
句
題
詩
は
終
始
題
意
に
沿
っ
た
詠
み
方
が
求

め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
構
成
方
法
は
村
上
朝
に
菅
原
文
時
（
八
九
九

～
九
八
一
）
に
よ
っ
て
考
案
さ
れ
、
一
条
朝
ま
で
に
は
詩
人
た
ち
の
間

に
定
着
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る（
注
２
）。

句
題
詩
の
規
則
が
以
上
の
よ
う
に
定
め
ら
れ
た
こ
と
は
、
実
は
日
本

漢
学
史
上
、
ま
さ
に
画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
そ

れ
ま
で
詩
を
作
る
こ
と
は
漢
学
の
素
養
の
あ
る
少
数
の
貴
族
に
の
み
許

さ
れ
た
、
言
わ
ば
特
殊
技
能
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
構
成
上
の
規
定

が
形
作
ら
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
漢
学
の
専
門
教
育
を
受
け
て
い
な
い

一
般
の
貴
族
で
あ
っ
て
も
、
容
易
に
詩
を
作
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た

の
で
あ
る
。
一
見
難
し
く
感
じ
ら
れ
る
構
成
方
法
も
、
頷
聯
・
頸
聯
で

句
題
の
文
字
に
対
応
さ
せ
て
詩
句
を
作
る
「
破
題
」
の
方
法
に
あ
る
程

度
習
熟
す
れ
ば
、
簡
単
に
詩
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
句
題
詩

を
作
る
た
め
の
対
句
語
彙
集
も
次
第
に
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
鎌
倉
時

代
初
め
に
編
纂
さ
れ
た
書
だ
が
、
菅
原
為
長
の
『
文
鳳
抄
』、
藤
原
孝

範
の
『
擲
金
抄
』
が
現
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
句
題
詩
は
貴
族
社
会

に
広
く
受
け
入
れ
ら
れ
、
詩
の
本
流
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
平
安
時
代
の
句
題
詩
に
つ
い
て
述
べ
た
。
句
題
詩
が
中
国
伝

来
の
文
学
様
式
で
あ
り
な
が
ら
、
中
国
と
は
異
な
る
日
本
独
自
の
側
面

を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
理
解
し
て
も
ら
え
た
か
と
思
う
。
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三
、
釈
奠
詩
の
構
成
方
法

こ
こ
で
釈
奠
に
目
を
転
じ
て
み
よ
う
。
釈
奠
詩
も
先
に
述
べ
た
と
お

り
、
宴
席
で
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
詩
題
を
儒
教
経
典
の

一
句
と
す
る
か
ら
、
こ
れ
も
句
題
詩
と
呼
ん
で
良
か
ろ
う
。
た
だ
、
一

般
的
な
句
題
の
よ
う
に
五
文
字
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
と
い
う
点
が
異

な
る
。『
本
朝
麗
藻
』
の
二
首
は
何
れ
も
漢
字
四
文
字
の
詩
題
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
釈
奠
詩
の
場
合
、
そ
の
詩
題
を
各
聯
で
ど
の
よ
う
に
表

現
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
を
検
証
し
て
み
た
い
。
次
に
掲
げ
る
の

は
、『
扶
桑
集
』
巻
九
に
収
め
る
菅
原
雅
規
（
九
一
九
～
七
九
）
の
釈

奠
詩
で
あ
る
。『
扶
桑
集
』
は
紀
斉
名
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
総
集
で
、

『
本
朝
麗
藻
』
よ
り
も
少
し
前
に
成
立
し
た
書
で
あ
る
。
詩
題
は
「
詩

者
志
之
所
之
」（
詩
は
志
の
之
く
所
な
り
）
と
い
う
『
毛
詩
』
大
序
の

一
句
か
ら
取
っ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　

詩
者
志
之
所
之　
　
　
　

詩
は
志
の
之ゆ

く
所
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
雅
規

１�

在
心
為
志0�

発
為
詩0�

�

心
に
在
る
を
志
と
為
し�

発
す
る
を
詩
と
為

せ
ば

２
詩0

句�

何
非
志
所
之

0

0

0�

詩
句�

何
ぞ
志
の
之
く
所
に
非
ざ
る

３�

意志
之緒�

乱所
之来�

誰
詩
者得

解�
�

意
緒�

乱
れ
来
た
れ
ば�

誰
か
解
す
る
こ
と

を
得
む

４�

毫詩
者端�

書所
之出�

不
志
之相

欺�

毫
端�

書
き
出
だ
せ
ば�

相
ひ
欺あ
ざ
むか

ず

５
凱詩
者風�

吹所
之送�

酬
志
之恩

日�

凱
風�

吹
き
送
る�

恩
に
酬
ゆ
る
日

６
湛詩
者露�

流所
之伝�

頌
志
之徳

時�

湛
露�

流
れ
伝
ふ�

徳
を
頌
す
る
時

７
玄
化�

悠
々�

情
慮
楽�

玄
化�

悠
々
と
し
て�

情
慮
楽
し

８
詠
声�

自
作
治
安
詞�

詠
声�

自お
の
づ
から
治
安
の
詞
を
作な

す

詩
は
志
が
向
か
っ
た
、
そ
の
行
く
先
で
あ
る
。

心
に
あ
る
も
の
が
志
で
あ
り
、
そ
の
志
を
発
し
た
も
の
が
詩
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
ど
う
し
て
詩
句
に
志
の
現
れ
て
い
な
い
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。

志
が
乱
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
詩
に
籠
め
た
と
こ
ろ
で
、
誰
も
理
解
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
先
か
ら
詩
句
を
書
き
出
せ
ば
、
そ
の
志
は
正

し
く
伝
わ
る
と
い
う
も
の
だ
。「
凱
風
」
は
、
孝
子
が
母
の
恩
に
報
い

よ
う
と
し
た
日
に
吹
き
送
っ
た
（
発
し
た
）
詩
だ
。「
湛
露
」
は
、
天

子
が
諸
侯
の
令
徳
を
称
え
よ
う
と
し
た
時
に
流
伝
し
た
詩
だ
。
我
が
君

の
教
化
は
悠
然
と
広
ま
り
、
万
民
は
当
今
の
御
代
を
心
か
ら
楽
し
ん
で
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お
り
、
そ
の
歌
声
は
自
ず
と
治
安
の
喜
び
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
。

こ
の
釈
奠
詩
は
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
先
に
見
た
句
題
詩
と
全
く
同

じ
詠
み
方
が
為
さ
れ
て
い
る
。
首
聯
に
は
、
傍
点
を
付
し
て
示
し
た
よ

う
に
、
詩
題
を
構
成
す
る
文
字
が
こ
こ
に
見
え
る
。
但
し
、
詩
題
の
六

文
字
の
内
、「
者
」「（
助
辞
の
）
之
」
両
字
を
省
い
て
も
意
味
に
変
わ

り
が
無
い
の
で
、
そ
れ
以
外
の
四
文
字
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

頷
聯
の
上
句
で
は
「
意
緒
」
が
詩
題
の
「
志
」
に
当
た
り
、「
乱

来
」
が
「
之
（
ゆ
く
）」
に
当
た
り
、「
誰
得
解
」
が
「
詩
」
に
当
た
る

と
思
わ
れ
る
。「
志
が
混
乱
し
て
い
れ
ば
、
そ
れ
を
言
葉
に
表
し
た
と

こ
ろ
で
誰
も
理
解
で
き
な
い
（
心
が
乱
れ
て
い
れ
ば
、
そ
れ
は
詩
に
な

ら
な
い
）」
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は
詩
題
（
詩
は
志
の
之
く

所
な
り
）
を
逆
説
的
に
表
現
し
た
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
下

句
で
は
「
毫
端
」
が
詩
題
の
「
詩
」
を
表
し
、「
書
出
」
が
「
之
（
ゆ

く
）」
を
表
し
、「
不
相
欺
」
が
「
志
」
を
表
し
て
い
る
。「
筆
で
詩
を

書
け
ば
志
は
間
違
い
な
く
伝
わ
る
」
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
は

「
詩
は
志
の
之
く
所
な
り
」
と
い
う
題
意
を
表
し
て
い
る
。

頸
聯
で
は
、「
詩
は
志
の
之
く
所
な
り
」
を
言
う
た
め
に
、「
詩
」
に

当
た
る
語
と
し
て
、『
毛
詩
』
に
収
め
る
具
体
的
な
詩
を
挙
げ
、「
志
」

に
は
そ
の
詩
の
制
作
意
図
を
述
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
題
意
を
満
た
し

て
い
る
。
上
句
の
「
凱
風
」
は
国
風
の
邶
風
の
一
首
で
、
小
序
に
「
凱

風
、
美
孝
子
也
。（
凱
風
は
孝
子
を
美
む
る
な
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、

孝
行
息
子
が
母
親
の
恩
に
報
い
る
内
容
の
詩
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

詩
句
の
「
凱
風
」
が
詩
題
の
「
詩
」
に
当
た
り
、
詩
句
の
「
酬
恩
日
」

が
詩
題
の
「
志
」
に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
之
（
ゆ
く
）」
を
言

う
た
め
に
、「
凱
風
」
に
合
わ
せ
て
、
縁
あ
る
「
吹
送
」
の
語
を
用
い

た
の
で
あ
る
。

下
句
で
は
『
毛
詩
』
小
雅
に
収
め
る
詩
「
湛
露
」
を
出
し
て
来
て
い

る
。
こ
の
詩
は
、
小
序
に
「
湛
露
、
天
子
燕
諸
侯
也
。（
湛
露
は
、
天

子
の
諸
侯
を
燕
す
る
な
り
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
天
子
が
諸
侯
た
ち
を

宴
席
に
招
き
、
そ
の
徳
を
称
え
る
内
容
の
詩
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
詩

句
の
「
湛
露
」
が
詩
題
の
「
詩
」
に
当
た
り
、
詩
句
の
「
流
伝
」
が
詩

題
の
「
之
（
ゆ
く
）」
に
当
た
り
、
詩
句
の
「
頌
徳
時
」
が
詩
題
の

「
志
」
に
当
た
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
頷
聯
と
頸
聯

と
で
は
、
詩
題
の
文
字
を
用
い
ず
に
題
意
を
表
現
す
る
「
破
題
」
の
方

法
が
取
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
尾
聯
で
は
、
天
子
の
教
化
が
行
き
渡
っ

て
い
る
こ
と
を
賞
賛
す
る
と
い
う
、
常
套
的
な
述
懐
句
で
締
め
く
く
ら

れ
て
い
る
。

以
上
の
説
明
か
ら
、
釈
奠
詩
で
作
ら
れ
る
七
言
律
詩
に
於
い
て
も
、

一
般
的
な
句
題
詩
と
同
様
に
、
各
聯
を
題
目
、
破
題
、
破
題
、
述
懐
と
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い
う
方
法
を
用
い
て
表
現
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

四
、『
本
朝
麗
藻
』
所
収
の
釈
奠
詩

前
置
き
が
長
く
な
っ
た
が
、
こ
こ
で
私
が
冒
頭
に
『
本
朝
麗
藻
』
所

収
の
釈
奠
詩
に
不
可
解
な
点
が
あ
る
と
述
べ
た
こ
と
を
思
い
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

二
首
の
釈
奠
詩
が
句
題
詩
の
表
現
上
の
規
則
を
守
っ
て
い
る
か
、
と

い
う
点
に
注
目
し
て
み
る
と
、
一
首
目
の
「
万
国
咸
寧
」
の
首
聯
に

「
万
国
咸
寧
」
の
四
文
字
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
四
文
字
が
何
処
に
あ

る
か
と
い
う
と
、
二
首
目
「
天
下
和
平
」
の
首
聯
の
上
句
に
見
ら
れ
る
。

ま
た
二
首
目
「
天
下
和
平
」
の
首
聯
に
「
天
下
和
平
」
の
四
文
字
は
見

ら
れ
ず
、
そ
の
四
文
字
は
一
首
目
「
万
国
咸
寧
」
の
首
聯
の
下
句
に
見

ら
れ
る
。
こ
れ
は
一
体
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

読
者
諸
氏
は
薄
々
勘
づ
か
れ
て
い
る
と
思
う
が
、
こ
れ
は
二
首
の
間

で
詩
題
を
含
む
端
作
が
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
端
作
を
入
れ
替
え
て
、
二
首
の
詩
を
解
釈
し
て

み
る
こ
と
に
し
た
い
。
但
し
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
詩
の
作
者
で

あ
る
。
作
者
名
は
詩
題
と
詩
の
本
文
と
の
間
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
ど
ち
ら
に
付
け
て
扱
う
べ
き
か
、
判
断
に
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
こ
で
は
仮
に
詩
題
に
付
け
て
、「
万
国
咸
寧
」
の
作
者
を
有
国
、「
天

下
和
平
」
の
作
者
を
為
憲
と
見
な
し
て
読
む
こ
と
に
す
る
。
ま
ず
一
首

目
を
掲
げ
よ
う
。

万
国
咸
寧　
　
　
　

�

万
国
咸み
な

寧や
す

し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
解
相
公
（
藤
原
有
国
）

１
万
国
咸
寧

0

0

0

0

仰
聖
君�

万
国
咸
寧
く
し
て�

聖
君
を
仰
ぐ

２
便
知
王
徳
及
飛
沈�

便
ち
知
り
ぬ�

王
徳
の
飛
沈
に
及
べ
る
を

３
苞万
国茅�

鎭
咸
寧

入
朝
天
貢�

苞は
う

茅ば
う

鎭と
こ
しへ

に
入
ら
む�

天
に
朝
す
る
貢

４
葵万
国藿�

斜
咸
寧

抽
向
日
心�

葵
藿
斜
め
に
抽ぬ
き
いづ�

日
に
向
か
ふ
心

５
棧万
国遠�

都
咸
寧

無
雲
鏁
色�

棧
か
け
は
し

遠
く
し
て�

都す
べ

て
雲
の
鏁
す
色
無
し

６�

航万
国忙�

豈
咸
寧

有
浪
驚
音�

�

航ふ
ね

忙
し
く
し
て�

豈
に
浪
の
驚
か
す
音
有
ら

む
や

７
中
華
弥
遇
堂
々
化�

中
華
弥
い
よ
遇
へ
り�

堂
々
た
る
化

８�

想
像
遐
方
各
献
琛�

�

想
像
す�

遐
方�

各
お
の
琛た
か
らを
献
ぜ
む
こ
と
を

万
国
は
押
し
並
べ
て
や
す
ら
か
に
治
ま
る
。
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全
て
の
国
は
や
す
ら
か
に
治
ま
り
、
我
が
聖
君
を
仰
ぎ
見
て
い
る
。

そ
こ
で
、
王
徳
が
空
を
飛
ぶ
鳥
や
水
に
沈
む
魚
に
ま
で
及
ん
で
い
る
こ

と
を
知
っ
た
。（
万
国
は
）
苞
茅
を
天
子
へ
の
貢
ぎ
物
と
し
て
永
遠
に

献
上
す
る
で
あ
ろ
う
。
葵
藿
は
（
万
国
が
天
子
へ
の
恭
順
心
を
示
す
よ

う
に
）
太
陽
に
向
っ
て
成
長
し
て
い
る
。
陸
路
は
る
か
な
国
も
（
や
す

ら
か
に
治
ま
っ
て
）
暗
雲
立
ち
こ
め
る
気
配
な
ど
全
く
無
い
。
海
の
彼

方
か
ら
急
い
で
や
っ
て
来
る
国
も
（
や
す
ら
か
に
治
ま
っ
て
）
波
風
を

立
て
る
恐
れ
な
ど
全
く
無
い
。
天
下
の
中
央
に
位
置
す
る
我
が
国
も
、

天
子
の
大
い
な
る
教
化
を
蒙
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
私
は
、
遠
方
か
ら

陸
続
と
宝
物
が
献
ぜ
ら
れ
る
あ
り
さ
ま
を
脳
裏
に
思
い
描
い
て
い
る
。

詩
題
は
『
周
易
』
乾
卦
の
彖
伝
の
一
句
で
あ
る
。
有
国
が
こ
の
詩
題

を
ど
の
よ
う
に
詩
に
表
現
し
た
か
と
言
え
ば
、
ま
ず
首
聯
で
は
、
傍
点

を
付
し
て
示
し
た
よ
う
に
、
詩
題
の
四
文
字
を
こ
の
聯
の
上
句
に
置
い

て
題
意
を
表
現
し
て
い
る
。「
飛
沈
」
と
は
、
空
を
飛
ぶ
鳥
、
水
に
沈

む
魚
の
こ
と
で
、
そ
の
よ
う
な
も
の
に
ま
で
、
天
子
の
徳
が
行
き
わ
た

り
、
あ
ら
ゆ
る
国
が
安
ら
か
に
治
ま
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い
る
。
首
聯

で
は
、
句
題
詩
の
「
題
目
」
の
方
法
と
同
様
に
、
詩
題
の
文
字
を
そ
の

ま
ま
用
い
て
題
意
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。

頷
聯
で
、
上
句
（
第
三
句
）
の
「
苞
茅
」
と
は
茅ち
が
やの
束
、
祭
祀
を
行

な
う
に
当
た
っ
て
た
く
さ
ん
の
国
々
か
ら
奉
ら
れ
る
貢
ぎ
物
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
故
「
苞
茅
」
は
詩
題
の
「
万
国
」
を
言
い
換
え
た
語
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
苞
茅
が
「
鎭
入
朝
天
貢
」、
朝
貢
品
と
し
て
永

遠
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
部
分
は
詩
題
の
「
咸

寧
」
に
相
当
す
る
。
同
様
に
下
句
（
第
四
句
）
で
は
、
天
を
見
上
げ
る

存
在
で
あ
る
「
葵
藿
」
が
詩
題
の
「
万
国
」
に
当
た
り
、「
斜
抽
向
日

心
」
が
、
そ
の
葵あ
お
い藿

の
花
が
日
に
向
か
っ
て
恭
順
の
心
を
示
す
と
い
う

こ
と
で
、
詩
題
の
「
咸
寧
」
に
当
た
っ
て
い
る
。

頸
聯
で
は
、
上
句
（
第
五
句
）
の
「
棧
遠
」
が
、
架
け
橋
を
い
く
つ

も
渡
ら
な
け
れ
ば
行
か
れ
な
い
よ
う
な
、
遙
か
遠
く
の
国
を
指
す
か
ら
、

詩
題
の
「
万
国
」
を
言
い
換
え
た
語
で
あ
り
、
そ
こ
で
は
「
都
無
雲
鏁

色
」、
暗
い
雲
が
立
ち
こ
め
る
よ
う
な
不
穏
な
動
き
な
ど
全
く
無
い
の

で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
詩
題
の
「
咸
寧
」
を
言
い
換
え
た
表
現
で
あ
る
。

同
様
に
下
句
（
第
六
句
）
の
「
航
忙
」
が
海
沿
い
の
国
を
指
す
こ
と
か

ら
詩
題
の
「
万
国
」
を
表
し
、「
豈
有
浪
驚
音
」、
波
風
の
立
つ
気
配
が

あ
ろ
う
か
、
と
言
う
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
が
詩
題
の
「
咸
寧
」
を
言

い
換
え
た
表
現
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
尚
、
少
し
補
足
す
れ
ば
、「
万

国
」
を
表
す
の
に
、
そ
の
一
部
分
で
あ
る
陸
路
の
国
、
或
い
は
海
辺
の

国
を
用
い
る
と
い
う
の
は
、
破
題
の
常
套
手
段
で
あ
る
。
部
分
を
以
て

全
体
を
表
す
と
い
う
比
喩
的
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
。
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こ
の
よ
う
に
頷
聯
・
頸
聯
で
は
、
詩
題
の
文
字
を
用
い
ず
、
別
の
言

葉
に
置
き
換
え
て
題
意
を
表
現
す
る
と
い
う
、
句
題
詩
で
言
う
と
こ
ろ

の
「
破
題
」
の
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

最
後
の
尾
聯
で
は
、
遠
方
か
ら
宝
物
が
献
上
さ
れ
る
あ
り
さ
ま
を
想

像
し
て
、
天
子
の
御
代
を
寿
い
で
い
る
。
因
み
に
、
釈
奠
詩
の
述
懐
に

は
、
こ
の
よ
う
な
天
皇
の
治
世
を
称
讃
す
る
と
い
う
類
型
が
よ
く
見
ら

れ
る
。
釈
奠
の
儀
式
で
詠
ま
れ
る
詩
に
於
い
て
は
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
の

述
懐
が
最
も
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

続
い
て
、
二
首
目
を
見
る
こ
と
に
し
よ
う
。
詩
題
は
『
孝
経
』
の
孝

治
篇
の
一
句
で
あ
る
。

天
下
和
平　
　
　
　
　

天
下
和
平
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
為
憲

１
明
王
孝
治
好
君
臨�

明
王
孝
も
て
治
め�

好
く
君
臨
す
れ
ば

２
天
下
和
平

0

0

0

0

感
徳
音�

天
下
和
平
に
し
て�

徳
音
に
感
ず

３
草
和
平

遍
従
風�

南
天
下面

化�

草
は
遍
く
風
に
従
ふ�

南
面
の
化

４
葵
和
平

遙
向
日�

左
天
下言

心�

葵
は
遙
か
に
日
に
向
か
ふ�

左
言
の
心

５
山天
下�

抛
和
平烽

燧
秋
雲
暗�

山
は
烽
燧
を
抛な
げ
うつ�

秋
雲
暗
し

６
海天
下�

罷
和
平波

濤
暁
月
深�

海
は
波
濤
を
罷や

む�

暁
月
深
し

７
請
問
来
賓
殊
俗
意�

請
問
す�

来
賓
殊
俗
の
意

８
茫
々
天
外
遠
相
尋�

茫
々
た
る
天
外�

遠
く
相
ひ
尋
ね
た
り

天
下
は
平
和
に
治
ま
る
。

明
王
が
孝
を
用
い
て
国
を
治
め
、
り
っ
ぱ
に
君
臨
し
て
い
る
の
で
、

天
下
は
平
和
に
治
ま
り
、
万
民
は
王
徳
に
感
謝
す
る
。
天
子
南
面
の
教

化
に
よ
っ
て
、
草
（
人
民
）
は
風
（
天
子
）
に
従
う
。
蛮
夷
の
国
々
も
、

葵
が
日
に
向
か
う
よ
う
に
天
子
を
仰
ぎ
慕
う
。
秋
雲
の
暗
く
立
ち
こ
め

る
山
間
の
国
で
あ
っ
て
も
、
戦
争
の
烽の
ろ
し燧

が
立
ち
上
る
こ
と
は
無
い
。

暁
月
の
水
底
深
く
宿
る
海
辺
の
国
で
あ
っ
て
も
、
戦
争
の
波
瀾
が
わ
き

上
が
る
こ
と
は
無
い
。
我
が
国
に
帰
化
さ
れ
た
客
人
に
、
ち
ょ
っ
と
お

尋
ね
し
た
い
。
あ
な
た
方
は
天
外
の
国
か
ら
は
る
ば
る
（
平
和
に
治
ま

っ
て
い
る
国
を
）
探
し
に
来
ら
れ
た
の
で
す
ね
。

首
聯
で
は
、
一
首
目
と
同
様
、
詩
題
の
文
字
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
題

意
を
表
し
て
い
る
。

頷
聯
の
上
句
（
第
三
句
）
の
下
三
字
「
南
面
化
」
は
、
天
子
が
南
面

し
て
施
す
教
化
が
天
下
に
あ
ま
ね
く
行
き
わ
た
っ
て
い
る
こ
と
を
言
っ

て
お
り
、
詩
題
の
「
天
下
」
に
当
た
る
。
上
四
字
の
「
草
遍
従
風
」
は
、
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「
草
」
を
人
民
に
、「
風
」
を
天
子
に
喩
え
た
表
現
で
、
天
子
の
お
蔭
で

世
の
中
が
平
和
に
治
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
言
っ
て
お
り
、
詩
題
の
「
和

平
」
に
当
た
る
。
し
た
が
っ
て
、
見
事
に
詩
題
の
「
天
下
和
平
」
を
破

題
し
て
い
る
。
同
様
に
下
句
（
第
四
句
）
で
は
、「
左
言
心
」（
左
言
は

未
開
人
の
言
葉
）
が
「
天
下
」
を
、「
葵
遙
向
日
」
が
「
和
平
」
を
表

し
、
詩
題
を
破
題
し
得
て
い
る
。

頸
聯
も
、
頷
聯
と
同
じ
く
巧
み
に
破
題
し
て
い
る
。
上
句
（
第
五

句
）
で
は
、「
山
」
が
「
天
下
」
を
表
し
、「
抛
烽
燧
」、
戦
争
で
使
う

の
ろ
し
を
捨
て
た
と
い
う
こ
と
で
、「
和
平
」
を
表
し
て
お
り
、
上
四

文
字
で
題
意
を
完
結
さ
せ
て
い
る
。
第
六
句
で
も
、「
海
」
が
「
天

下
」
を
、「
罷
波
濤
」
が
「
和
平
」
に
当
た
っ
て
お
り
、
こ
の
句
も
上

四
文
字
で
題
意
を
言
い
お
お
せ
て
い
る
。

最
後
の
尾
聯
に
は
、
作
者
自
ら
付
し
た
注
が
あ
り
、「
近
日
大
宋
温

州
洪
州
等
人
頻
以
帰
化
。
故
有
此
興
。（
近
日
、
大
宋
の
温
州
・
洪
州

等
の
人
、
頻
り
に
以
つ
て
帰
化
す
。
故
に
此
の
興
有
り
）」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
自
注
は
、
そ
の
句
を
作
っ
た
意
図
を
作
者
自
ら
が
説
明
し

た
も
の
で
、
唐
代
の
詩
人
、
白
居
易
が
良
く
用
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

平
安
貴
族
も
白
居
易
に
倣
っ
て
し
ば
し
ば
詩
に
自
注
を
付
け
た
。
こ
の

詩
で
も
、
自
注
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
述
懐
の
意
図
が
明
ら
か
に
な

っ
て
い
る
。
温
州
や
洪
州
か
ら
帰
化
し
た
人
々
が
釈
奠
に
招
か
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
く
、
彼
等
が
「
平
和
な
国
に
来
ら
れ
て
良
か
っ
た
」
と

感
じ
て
い
る
に
違
い
な
い
と
推
し
測
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
代
の
治
世

を
称
讃
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
二
首
の
詩
が
正
し
く
詩
題
を
表
現
し
得
て
い
る
こ
と
が
分
か

っ
た
。
つ
ま
り
、
現
在
我
々
の
見
る
こ
と
の
出
来
る
『
本
朝
麗
藻
』
で

は
、
二
首
の
間
で
端
作
（
詩
題
）
が
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
作
者
は
ど
う
で
あ
ろ
う

か
。
先
に
提
示
し
た
、
釈
奠
詩
の
作
者
名
は
詩
題
の
方
に
付
く
の
か
、

そ
れ
と
も
詩
の
本
文
の
方
に
付
く
の
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の

点
を
明
快
に
し
て
く
れ
る
の
が
次
に
掲
げ
る
『
擲
金
抄
』
巻
中
、
釈
奠
、

周
易
（
337
）
に
引
か
れ
た
摘
句
で
あ
る
。

　
　

万
国
咸
寧

棧
遠
都
無
雲
鎖
色
、
航
忙
豈
有
浪
驚
音
。〈
有
国
〉

句
題
詩
の
盛
行
を
承
け
て
、
時
代
が
下
る
と
、
破
題
の
た
め
の
対
句

語
彙
集
が
編
纂
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
既
に
述
べ
た
。
現
存
す

る
『
文
鳳
抄
』
と
『
擲
金
抄
』
の
内
、『
文
鳳
抄
』
は
対
句
語
彙
し
か

載
せ
て
い
な
い
が
、『
擲
金
抄
』
に
は
対
句
語
彙
と
共
に
、
そ
れ
を
用

い
た
例
句
も
載
せ
て
い
る
。
巻
中
の
釈
奠
に
は
、『
本
朝
麗
藻
』
所
収



13　『本朝麗藻』所収の釈奠詩─句題詩の変型として

の
「
万
国
咸
寧
」
の
頸
聯
が
引
か
れ
て
お
り
、『
擲
金
抄
』
は
そ
の
作

者
を
「
有
国
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
万
国
咸

寧
」
の
作
者
が
藤
原
有
国
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
定
す
る
。「
万
国
咸

寧
」
が
有
国
の
作
で
あ
れ
ば
、
も
う
一
方
の
「
天
下
和
平
」
の
作
者
は

必
然
的
に
源
為
憲
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
実
は
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、

は
っ
き
り
と
そ
う
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
く
れ
る
資
料
が
存
在
す
る
。

そ
れ
が
次
に
掲
げ
る
『
江
談
抄
』
巻
四
（
43
）
で
あ
る
。

　
　
　

山
投
熢
燧
秋
雲
晴
、
海
恩
波
瀾
暁
月
涼
。

此
詩
、
源
為
憲
為
人
作
也
。
後
聞
一
条
院
令
感
給
、
称
自
作
云
々
。

（
山
は
熢
燧
を
投
ぐ�

秋
雲
晴
れ
た
り
、
海
は
波
瀾
を
恩め
ぐ

む�

暁
月
涼

し
。

此
の
詩
は
、
源
為
憲
、
人
の
為
め
に
作
る
な
り
。
後
に
一
条
院
感
ぜ

し
め
給
ふ
と
聞
き
、
自
作
と
称
す
、
と
云
々
。）

こ
の
説
話
は
、
為
憲
が
誰
か
人
の
た
め
に
詩
を
代
作
し
た
け
れ
ど
も
、

一
条
天
皇
が
そ
の
出
来
映
え
に
感
じ
入
っ
た
こ
と
を
聞
く
や
、
為
憲
は

自
作
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
説
話
の
眼
目
は

為
憲
の
人
と
な
り
を
言
う
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
引
か
れ
た
詩
句

を
見
る
と
、
本
文
異
同
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、『
本
朝
麗
藻
』
所
収
の

「
天
下
和
平
」
の
頷
聯
で
あ
る
と
見
て
良
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
っ
て
、「
天
下
和
平
」
の
作
者
が
源
為
憲
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
詩
が
本
来
は
為
憲
で
は
な
い
作
者
名
義
で
詠
ま

れ
て
い
た
こ
と
も
判
明
す
る
。
為
憲
が
釈
奠
詩
を
代
作
し
て
や
っ
た
学

生
が
誰
な
の
か
、
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、
そ
の
点
は
不
明
で
あ
る
。

五
、
結
語

以
上
、『
本
朝
麗
藻
』
所
収
の
二
首
の
釈
奠
詩
を
読
解
し
た
。
こ
こ

に
見
ら
れ
る
誤
写
は
『
本
朝
麗
藻
』
の
全
て
の
伝
本
に
共
通
し
て
存
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
文
上
の
重
大
な
誤
り
だ
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
全
く
気
づ
か
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
市
河
寛
斎

の
『
日
本
詩
紀
』（
平
安
末
期
ま
で
に
作
ら
れ
た
日
本
人
の
詩
を
集
成

し
て
、
詩
人
別
に
分
類
し
た
書
）
に
は
有
国
、
為
憲
の
作
品
も
見
ら
れ

る
が
、
こ
の
釈
奠
詩
は
誤
っ
た
形
の
ま
ま
で
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ど
う
し
て
今
ま
で
こ
の
点
が
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ

の
理
由
と
し
て
第
一
に
、
二
つ
の
詩
題
の
内
容
が
互
い
に
似
て
い
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。「
万
国
咸
寧
」
と
「
天
下
和
平
」
と
は
異
な
る
儒

教
経
典
か
ら
取
っ
た
詩
題
だ
が
、「
万
国
」
と
「
天
下
」
と
は
言
い
換

え
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
「
咸
寧
」
と
「
和
平
」
も
ほ
ぼ
同
じ
意
味
で
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あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
端
作
を
入
れ
替
え
て
書
写
し
て
し
ま
っ
た
後
で

は
、
そ
の
誤
り
に
気
づ
き
に
く
か
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
、
句
題
の
七
言
律
詩
が
南
北
朝
期
を
境
と
し
て
作
ら
れ
な
く

な
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
詩
題
と
詩
句
と
の
間
に
対
応
関
係
を
持

た
せ
て
句
作
り
を
す
る
こ
と
、
特
に
頷
聯
・
頸
聯
に
用
い
る
破
題
の
方

法
は
、
句
題
の
七
言
律
詩
に
限
っ
て
適
応
さ
れ
る
規
則
で
あ
る
。
と
こ

ろ
が
、
句
題
詩
は
南
北
朝
期
を
境
に
し
て
、
七
言
絶
句
で
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
る（
注
３
）。
七
言
絶
句
は
ふ
つ
う
対
句
を
為
さ
ず
、
破
題
の
規
則
も
無

け
れ
ば
、
最
初
の
二
句
に
詩
題
の
文
字
を
置
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
な
い
。

先
に
見
た
句
題
詩
の
構
成
方
法
は
平
安
・
鎌
倉
期
に
は
誰
も
が
知
っ
て

お
り
、
ま
た
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
規
則
だ
っ
た
の
だ
が
、
室
町
時

代
に
は
す
で
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
よ
う
な
事
情
か
ら
、
端
作
の
入
れ
替
わ
っ
た
誤
写
に
気
づ
か
な
か

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
、
こ
こ
二
十
年
ば
か
り
の
間
に
、
平
安
時

代
の
句
題
詩
に
関
す
る
研
究
は
大
き
く
進
展
し
た
。
特
に
そ
の
構
成
方

法
の
分
析
・
考
察
が
深
ま
っ
た
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
し
て

も
目
が
届
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

文
学
研
究
に
於
い
て
、
そ
れ
ま
で
よ
く
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
見

過
ご
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
何
か
の
切
っ
掛
け
で
解
明
さ
れ
、
さ
ら
に

関
連
す
る
事
柄
が
そ
こ
か
ら
連
鎖
的
に
解
明
さ
れ
て
ゆ
く
、
と
い
う
こ

と
が
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
文
学
研
究
の
醍
醐
味
で
あ
る
と
言
え
る
が
、

本
稿
で
述
べ
来
た
っ
た
こ
と
も
、
句
題
詩
の
構
成
方
法
が
明
ら
か
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
派
生
し
て
、『
本
朝
麗
藻
』
の
本
文
の
誤
り
を
正
す
と

い
う
、
思
わ
ぬ
副
産
物
が
得
ら
れ
た
好
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
と
思

う
。注１

、�

平
安
時
代
の
釈
奠
詩
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
慎
一
郎
「
大
江
匡
衡
の
釈

奠
詩
」（『
和
漢
比
較
文
学
』
第
六
十
一
号
、
二
〇
一
八
年
八
月
、
和

漢
比
較
文
学
会
）
に
詳
し
い
説
明
が
あ
る
。

２
、�

拙
稿
「
句
題
詩
詠
法
の
確
立
―
日
本
漢
学
史
上
の
菅
原
文
時
」（『
平

安
後
期
日
本
漢
文
学
の
研
究
』、
二
〇
〇
三
年
、
笠
間
書
院
）、
同

「
句
題
詩
概
説
」（『
句
題
詩
論
考
』、
二
〇
一
六
年
、
勉
誠
出
版
。
初

出
は
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３
、�

堀
川
貴
司
「
詩
懐
紙
通
観
」（『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ
―
中
世

日
本
漢
文
学
研
究
―
』、
二
〇
〇
六
年
、
若
草
書
房
。
初
出
は
二
〇

〇
三
年
）
に
「
南
北
朝
に
は
い
る
と
詩
懐
紙
の
主
流
は
三
行
三
字
す

な
わ
ち
七
言
絶
句
と
な
っ
て
い
く
。
い
わ
ゆ
る
王
朝
漢
詩
に
お
い
て

詩
人
が
最
も
詩
句
の
彫
琢
に
意
を
用
い
た
対
句
部
分
を
持
た
な
い
詩

体
に
変
わ
っ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
」
と
の
指
摘
が
あ
る
。

�

（
さ
と
う
・
み
ち
お　

慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
）


